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至り, それより漸次顎骨内板に接近しつつ中切歯と側切歯間の歯槽部の内板にある小孔 (歯槽間孔 F ora一
m ina interalveolaria) に終っている｡
しかしその経過状況は顎骨の発育, 永久歯の成長ならびに庸孔の後方移動によって増齢的に変化するも
のである｡


















問にも間隙を生じ, 切歯管からほ犬歯および第 1 小臼歯の根尖との問に骨性管が形成される｡′
6) 歯および顎骨の発育が完了すれば輯孔は骨体の中央においてほぼ第 2 小臼歯下に位置し, 下顎本管
より分岐した切歯管の琴曲も僅少となりつつ前方に下降して犬歯下に至 り, 犬歯根尖に向っては下顎本管







しろ完全である｡ これより切歯, 犬歯および第 1 小臼歯の根尖にむかう脈管神経の導管は時とし千首梁を
欠き骨膜管状をなす場合がある｡
論 文 審 査 の 結 果 の 嚢 旨
下顎骨切歯管は下顎管が瞳孔に開口する直前の反転部からはじまり, 骨体中央から内側に接近しつつ正
中近くにいたり, 顎骨内面の歯槽部小孔すなわち歯槽間孔におあるものとされているが, 本来下顎骨は,
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